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■地盤改良深度と建物建築年及び被災レベルの関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■基礎杭深度と建物建築年及び被災レベルの関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ数が少ないため当該地区全体の傾向把握は難しいが、得られたデータより、基

礎杭長は 10m 未満である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ数が少ないため当該地区全体の傾向把握は難しいが、得られたデータより、基

礎杭長が 8m 以上あれば被害を半壊にまで抑えられる可能性があることが推定される。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ数が少ないため当該地区全体の傾向把握は難しいが、得られたデータより、地

盤改良深度が 6m以上あれば被害を一部損壊にまで抑えられる可能性があることが推定

される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データ数が少ないため当該地区全体の傾向把握は難しいが、得られたデータより、地

盤改良深度は 8m 未満である。 
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「「◆建物建設時における地盤対策実施について　基礎杭」：有」と「建物建設時にお
ける地盤対策実施について　基礎杭　深度」と「◆家屋の建築年」の関係

不明

平成13年以降

昭和57年以降平成12年以前
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「「◆建物建設時における地盤対策実施について　地盤改良」：有」と「建物建設時に
おける地盤対策実施について　地盤改良　深度」と「◆家屋の建築年」の関係

不明

平成13年以降

昭和57年以降平成12年以前

昭和56年以前

件 

数 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2
m
未
満

2
m
～

4
m
未
満

4
m
～

6
m
未
満

6
m
～

8
m
未
満

8
m
～

1
0
m
未
満

1
0
m
～

1
2
m
未
満

1
2
m
～

1
4
m
未
満

1
4
m
～

1
6
m
未
満

1
6
m
～

1
8
m
未
満

1
8
m
～

2
0
m
未
満

不
明

無
回
答

「「◆建物建設時における地盤対策実施について　地盤改良」：有」と「建物建設時に
おける地盤対策実施について　地盤改良　深度」と「◆被災レベル」の関係
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「「◆建物建設時における地盤対策実施について　基礎杭」：有」と「建物建設時にお
ける地盤対策実施について　基礎杭　深度」と「◆被災レベル」の関係
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